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とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙   2014 年 12 月  

 

 

〒328-0043  栃木市境町 19 番 3 号駅前庁舎 1F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282 -20-7132 
E - m a i l  k u r a r a - t o c h i g i @ c c 9 . n e . j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 
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♪ねんりんピック栃木 2014 

使用後の幟旗を再利用♪  

「とちまるくんのエコバッグ」を作ろう！ 

♪ねんりんピック栃木 2014 

使用後の幟旗を再利用♪  

「とちまるくんのエコバッグ」を作ろう！ 

 
※①②とも同じ内容です。 

ご都合に合わせて 

ご参加ください。 

◇講 師 福富 正浩氏（税理士・福富税務会計事務所） 

①平成 27 年 1 月 17 日（土）14:00～16:00 

     とちぎ市民活動推進センターくらら（栃木市境町 19-3） 

②平成 27 年 1 月 28 日（水）19:00～21:00 

      白鷗大学 東キャンパス 101（小山駅東通り 2-2-2） 

◇定 員 各回 30 名（申込み〆切 1/10）   ◇受講料 無料 

◇対 象 NPO 法人・NPO 法人をめざしている団体 

◇主 催 栃木県県民生活部県民文化課県民協働推進室（事業受託 NPO 法人ハイジ） 

◇申込み・問合せ とちぎ市民活動推進センターくらら ☎0282-20-7131 

恒例のくららフェスタ！！ 

●会議室、作業室における出展団体 

●くらら駐車場の模擬店 
を、募集します。それぞれの団体活動を 

紹介できるよい機会です。 

くららまでお申込みください！ 

■講 師 岡崎 エミ氏 
 
■日 時 平成 27 年 2 月 10 日（火）14:00～16:00 
■会 場 栃木市国府公民館（栃木市惣社町 228-1） 

■対 象 市民・NPO・行政・協働に関心のある方 

■定 員 100 名   ■参加費 無料 

■申込み・問合せ とちぎ市民活動推進センターくらら ☎0282-20-7131 

日 時 

会 場 

昨年のフェスタフィナーレ 栃木合唱団の歌声♪  
 

 

コミュニティデザイン？ 

協働とどんな関係が？ 
・・・・・・ 
これは話を聞かなくちゃ！ 
 

studio-L メンバー 

※同時開催 第三地区コミュニティ文化祭 



                                                                                                                                                                                                                                                     

                                                           

 

    

 

宇賀神さんは、フリースクールを開設するために準備を進めています。 

今回の話そ！では、アメリカのサドベリー・バレー・スクールを見学した様子を中心に 

お話しいただきました。マサチューセッツ州で 40年以上続くこの学校は、5～18才の 

様々な年齢の子どもたちが一緒に学び合い、時間割も大人からの指示もなく、「子どもたちは 

自分で学び成長する力をもっている」という教育理念のもとに運営されています。学校での問題解決や決まり

ごとは、平等な話し合いと投票によって決定されます。卒業に

は、自分が社会の中でどう生きるかをプレゼンして、皆から承

認されることが求められます。参加した方からは、フリースク

ールの運営や、資金面のこと、行政との関わり、保護者の意識

などの質問も出て、関心の高さをあらわしていました。 

 

・・・・どなたでも参加できます！興味のある回からお気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？・・・・ 

第 182回 11月 20日（木）18:00～20:00 Maikoさん（ハレニャンコ工房） 

         ❤消しゴムはんこで、干支のヒツジはんこをほりほり、年賀状にぺタッ❤ 

 

 
 

 

 

 

 

第 181回 11月 9日（日）14:00～15:00 宇賀神雄太さん 

                「アメリカのフリースクール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■12月 9日（火）11:00～12:00 人形劇団 楽座（らくざ）「三枚のお札」手作りの地元の人形劇団♪ 

■12月 19日（金）16:00～17:00 今年はどんな年だった？みんなで集まり「ゆる～くお茶会」 

■2015 年 1月 9日（金）11:00～13:00 新春恒例おしるこ大会 差し入れ大歓迎♪ 

■1 月 19日（月）18:00～19:00 公益社団法人 栃木県経済同友会「社会貢献活動助成」説明会 

くららで話そ！ これからの予定  

♣日 時 12月 13日（土）10:30～11:30 

♣会 場 西方音楽館 木洩れ陽ホール 

♣内 容 わらべうたで遊ぼう／クリスマスの絵本 

    みんなで歌おう！／オカリナやピアノ演奏 

♣参加費 500円（1名） ♣定員 35名 要予約 

♣問合せ ☎090-5535-9857（中新井） 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 
報告 

番外編 11 月 28日（金）14:00～16:30 「バングラデシュから貧困をなくしたい！」 
 

❖日 時 12／7（日）・12／21（日）・1／11（日） 
①9:30～ ②10:30～ ③11:00～ 

❖会 場 栃木市皆川公民館 
❖参加費 1,300円（1回）  

※1 回 6 名まで対応  
※1 人 700g（約 4 人前）の 
そばを打ち、持ち帰ります。 

❖申込み・問合せ ☎090-6927-0241（中村） 

【全日本年金者組合栃木支部】  

永野川緑地公園の清掃・除草 
■通年 ■永野川緑地公園 

 
【ドナルド・マクドナルド・ハウスとちぎ】 

ハウスキーピング（15:00～18:00） 
事務（18:00～20:0） 
●2014年度中 
●ドナルド・マクドナルド・ハウスとちぎ内 
 

【NPO 法人 蔵の街ウエイブ】 
障がい者と一緒に内職作業等 

  ◆通年 月曜日～金曜日 
9:00～15:30 都合のいい時間 

  ◆地域活動支援センター（平柳町） 
 
問合せ ☎0282-20-7131（くらら） 

ちょこっとくららに寄って下さった方も、 

思わず引き込まれ、ついほりほり。 

ひつじならぬ自分の干支を可愛くほりほり。 

   あまりの愛らしさに、とち介をほりほり。 

  消しゴムはんこ達人の裏ワザに、一同「おぉ～！」と 

  感心しながら夜は更けていくのでした。なにかと慌ただしい 

年の暮れに、静かに集中できる消しゴムはんこ、オススメです！！ 

   

♪日 時 12月 23日（火･祝）11:00～13:30 

♪会 場 とちぎ市民活動推進センター 

♪内 容 ・クリスマスの英語の歌＆おどり＆ゲーム 

・英日絵本劇あそび 

「ぐりとぐらのおきゃくさま」 

・プレゼント交換（各自 300 円位のもの）  

・もちよりパーティ   

・各自昼食と飲み物を持参 

♪参加費 無料 ※子ども（小学生以上）だけの参加も OK 

♪申込み/問合せ ☎080-5676-8477（田村） 
 

今年もこの時期がやってきました。来年の干支『ひつじ』をほって、 

年賀状に使おうというコンタンです。皆さん、まずは下絵を描いて、 

あとはひたすらほりほり…。黙ってほりほり…。し～～んと熱中…。 

 

2011年 11月にサビナさんのお話「ひとつかみの米」に続き、今回はソケールさんの 

お話をお聞きしました。ソケールさんは、極貧の生活をしている時に、ジャゴラニ・チャクラ

財団による「最貧困家庭の女性の開発プログラム」の活動グループに入り、様々な研修を受け、

仲間と活動するうちに、少しずつ暮らしが良くなってきたそうです。現在は女性協同組合の 

会長に選ばれ、最貧困女性 7,062名の代表として活動しています。 

野木町協働のまちづくり支援事業 

日 時 12月 13日（土）13:30～14:30 

会 場 野木町公民館 第 1・第 2研修室 

参加無料（定員 70名） 

申込み・問合せ 野木町の自然環境をいかす会 

☎090-9319-6991 

 

藤田 雄大氏×陣内 雄次氏 
熱気球パイロット 宇都宮大学教育学部教授 

日 時 12 月 20日（土）13:30～15:45 

会 場 白鷗大学本キャンパス 3号館350号教室 

料 金 一般 1,000円 小中高大学生 500円 

     ※託児あり（要申込み） 

主 催 未来創造ネットワーク白鷗・地域活性化研究会 STONY 

問合せ ☎090-1036-3728（本橋） 

「ウォームシェア」とは、暖かさ（WARM）を 

分け合い（SHARE）、みんなで冬を快適に 

過ごそうという省エネ対策です。 

実施期間 12／1～来年 3／31 

実施施設 本庁舎、各総合支所、公民館 

（皆川・大宮・吹上・寺尾・国府・大平・ 

藤岡・都賀）、図書館、文化会館など 

スタンプラリーや特典あり 

☎0282-21-2141 

栃木市環境課 

今回も、彼女たちを側面から支えるマゼットさん（ジャ 

ゴラニ・チャクラ財団職員）、中島さん（AHI 職員）の貴重な 

お話をお聞きし、参加者からもいろいろと質問が出たり、ノクシカタの 

作品を見たり、活発な交流会でした。ベンガル語通訳の藤原さん、コーデ

ィネーターの星野さん、お疲れさまでした。 

素晴らしい出会いをありがとうございました。 

AHI（アジア保健研修所）ホームページアドレス  http://ahi-japan.jp/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 
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報告 
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くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 

栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民会館・
山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉センター・地域
子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバー大学校・総合体育館・
プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・遊楽々館・こなら館・県内市民
活動センター・近隣のボランティアセンター・市内協力店・くららカウンター 
 
 

※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介）原稿をお待ちしています！ 
   

 

 
くららの駐車場は１０台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

盛り上がった歌麿まつり＆秋まつりも終わり、まちは一気に年末モード。TODO リストが山積みです。この一年を 
振り返りながら、ひとつひとつ片付けていくしかありません（泣）今年のマイブームは何と言ってもとち介です！もう
ホント癒されましたね～❤ ❤ 今年もくららをご贔屓くださり有難うございました。来年もどうぞよろしくお願い 
致します！くらら年末年始の休館は 12／29～1／3です。皆々様、よいお年を！（お餅の食べ過ぎに注意してネ！） 
 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
 

くららスタッフ 

今年は、2 年に 1 度の「とちぎ秋まつり」の 

開催年でした！皆さん、見に行かれましたか？ 

この祭りは、江戸との交易で栄えた栃木のまちが 

誇る、豪華な人形山車を曳き回す伝統行事です。 

前々回、はじめてお客さんとして見に行き、感動し、参加したい！ 

と思いました。そして前回、倭町二丁目の神武天皇の山車を曳か 

せてもらい、歴史ある町並みのなかを颯爽と練り歩く気持ち良さ、 

ぶっつけの熱気を肌で感じ、この祭りにさらに魅了されました。 

縁あって、今年は倭町一丁目が所有する獅子頭を担がせてもらいま 

した。明治 6 年に購入したと伝えられている、雄雌一対の歴史ある 

獅子頭を担ごう！という呼びかけに、高校生や小山高専の学生と、 

栃木のまちに関心の高い 20～30 代の若者が集まって、賑やかに 

担ぎ歩きました。参加した皆さんは、祭りを盛り上げることができ 

た達成感、各町内の会所での 

楽しい会話、お囃子のリズム、 

夜の祭りの美しさなど、参加 

できたことを喜んでいました。 

祭りの楽しさを分かち合える 

仲間が増えて嬉しく思います。 

とちぎ秋まつりについて詳しく知りたい方は、『でんけん 2 号』を 

ぜひご覧ください。栃木のまちに山車が来た経緯や、祭りの成り立 

ち、そして現在の祭りを担い支える地元の方々のインタビューは読 

み応えがあり、オススメですよ！くららの HP からダウンロードで 

きますので、詳細はお問合せください。 

倭町一丁目の皆さんにはお世話になり、ありがとうございました！ 

『でんけん』とは？ 

安全安心な歴史まちづくりプロジェ 

クト―伝統的建造物群保存地区に 

おける総合防災事業の開発―の 

情報誌です。主に栃木と真壁の伝建 

地区の様子を紹介しています。 

 


